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▽
座
談
会

こ
れ
か
ら
の
乱
学
に
期
待
す
る

（
出
席
者
）
大
木
金
次
郎
・
村
山
松
雄
•
佐
久
間

楠
山
―
―
―
香
男
。
八
司
会
＞
瀧
澤
博
三

乱
立
幼
稚
園
の
現
状
と
当
面
す
る
諸
問
題
：
．
…
…
…
…
…
…
…
森
上

乱
立
専
修
学
校
の
現
状
と
今
後

危
学
の
発
展
と
私
学
助
成
の
推
移
・
・
・
・
・
・

0
•
•
•
…
…
…
…

... 
;
 

連
載
第
6
回

•…………………•, 

．．．
 

管
理
局
企
画
調
整
課
：
私
学
振
興
課
：
゜
訟

随

想

一
黒
板
勝
美
先
生
と
歴
博
：
…
…
…
…
…
：

難
民
と
日
本
語
教
育
：
゜

…
…
…
•
•
•
井
上

本
武
彦
：
●
089

学
校
保
健
統
計
調
査
結
果
を
公
表

．．．． 
゜
：
・
・
大
臣
官
房
調
査
統
計
課
・
e.85

生
物
工
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
と
開
発

鬱
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス
…
・
・
・
大
臣
官
房
調
査
統
計
課
．．．
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高
ま
る
片
親
家
庭
児
童
へ
の
教
育
的
関
心
（
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
）
／
マ
ソ
チ
ェ
ス
タ
ー
市
、
中
等
教
育
の

前
R
後
期
分
離
の
全
面
実
施
を
決
定
（
イ
ギ
リ
ス
）
／

敦
員
養
成
の
改
革
（
西
ド
イ
ツ
）
／
引
き
続
き
留
学
生

を
派
遣
す
る
こ
と
を
確
認
（
中
国
）

鬱
文
部
省
の
ま
ど
躙
次
号
目
次
…
…
•
…
…

....... o .
.
.
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.
 
………
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ノ
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文
部
時
報
昭
和
五
十
六
年
度
特
集
テ
ー

v
:
••• 

。

．．
 
0095 

高
等
学
校
に
お
け
る
今
後
の
職
業
教
育
の
在
り
方
~

に
つ
い
て
理
産
審
に
諮
問

•
…
…

•
•
p・
・
初
等
中
等
教
育
局
職
業
教
育
課
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表
紙
林
美
紀
子

文
化
財
鬱
銅
製
宝
塔
形
経
筒カ

ッ
ト

内
部
敬
生

（
三
輪
嘉
六
）

絵

画
鬱
小
出
楢
重

裸
女
と
白
布

（
岩
崎
吉
一
）

…
•
…
…
…
：
大
家

▽
資
料

私
立
高
等
学
校
の
現
状
と
振
興
対
策

乱
立
大
学
の
課
題

彊

大
学
教
育
に
お
け
る
私
学
の
役
割

特
集
私
立
学
校
教
育

第

舌
光

一
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：
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第
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所
信
…
…
…
•
`
,
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私
は
一
九
七
八
年
の
春

r

定
年
退
官
に
よ
っ

て
東
京
大
学
文
学
部
国
史
学
科
を
去
り
、
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
（
歴
博
）
の
設
立
準
備
を

r

室
長
と
し
て
お
ひ
き
う
け
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
と
き
は
じ
ま
っ
た
千
葉
県
佐
倉
城
址
の
博

物
館
の
建
造
惑
二
年
半
で
竣
工
し
て
、
室
員
は

こ
こ
に
移
っ
た
。
当
初
は
一
室
に
計

l
0人
の

世
帯
も
、
今
年
四
月
か
ら
一
―

10人
に
な
る
。
少

し
時
間
を
か
け
れ
ば
予
定
の
―

1
0人
の
世
帯

が
成
立
す
る
だ
ろ
う
。

博
物
館
は
研
究
機
関
を
兼
ね
る
べ
ぎ
だ
と
い

う
の
が

f

こ
ん
に
ち
の
世
界
的
傾
向
で
あ
る
。

私
は
歴
博
の
将
来
の
た
め
に
、
大
阪
の
千
里
に

で
ぎ
た
国
立
民
族
学
博
物
館
（
民
博
）
と
同
じ

型
の
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
に
し
て
欲
し
い

議
会
な
ど
を
含
め
、
関
係
省
庁
の
御
理
解
を
得

る
こ
と
が
で
ぎ
た
。
こ
の
四
月
に
は
国
立
大
学

共
同
利
用
機
関
と
し
て

r

国
立
歴
史
民
俗
博
物

」
と
を
関
係
者
に
願
い
で
た

C

幸

い

学

術

審

黒板勝美先生と歴博

井 上 光 貞

の
案
は
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。

し
か
し
そ
の
楠

溢
血
で
た
お
れ
ら
れ
、
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
こ

残
念
な
こ
と
に
そ
の
直
後

r

黒
板
先
生
は
脳

一
九
三
五
年
に
定

年
退
官
さ
れ
る
ま
で
東
京
大
学
文
学
部
国
史
学

東
博
の
前
身
の
東
京
帝
室
博
物
館
は
本
来
、
歴

史
部
門
を
ふ
く
ん
で
い
た
の
巳
現
実
に
は
美

術
博
物
館
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
れ
と

は
別
に
国
立
の
歴
史
博
物
館
を
作
る
必
要
が
あ

る
と
し
て
「
国
史
館
」
を
構
想
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
一
九
四

0
年
に
お
こ
な
わ
る
べ
き
紀
元
二

千
六
百
年
記
念
事
業
の
一
っ
と
し
て
、
先
生
は

そ
の
構
想
を
提
案
さ
れ
た
。
そ
し
て
定
年
の
翌

一
九
三
六
年
（
二
。
二
六
事
件
の
年
）
、

ろ
に
そ
れ
が
採
択
さ
れ
た
。

―
一
月
ご

科
の
教
授
だ
っ
た
黒
板
勝
美
先
生
で
あ
っ
た

e

国
立
の
歴
史
博
物
館
を
作
り
た
い
と
い
う
夢

を
最
初
に
も
た
れ
た
の
は

る
研
究
機
関
を
作
る
か
、
研
究
中
で
あ
る
。

誼
が
正
式
に
発
足
す
る
予
定
で
あ
る
。

い
か
な
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さ
れ
た
の
で
あ
る
。
先
生
は
た
し
か
そ
の
あ
と

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
創
設
準
備
室
長
）

か
ら
霊
託
を
う
け
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
い

演
の
こ
ろ
、
黒
板
先
生
が
国
史
館
構
想
へ
の
情

と
書
い
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
を
み
る
と

f

諧

脳
溢
血
で
た
お
れ
ら
れ
る
直
前
、
先
生
の
声
咳

疋
先
生
は
『
通
っ
た
ぞ
：

0

，
・
・
通
っ
た
ぞ

か
っ
た
。
た
だ
一
回
だ
け
、

が
採
用
さ
れ
た
一
九
三
六
年
、

朝
、
私
が
先
生
の
御
宅
に
行
っ
た
と
こ
ろ

「
国
史
館
」
構
想

し
か
も
先
生
が

に
接
し
た
。
そ
れ
は
青
山
会
館
で
お
こ
な
わ
れ

た
徳
富
蘇
峰
の
文
章
報
国
四
十
年
の
記
念
講
襖

会
の
と
き
で
、
黒
板
先
生
は
官
学
の
立
場
か
ら

在
野
史
家
、
蘇
峰
の
学
徳
を
た
た
え
る
講
演
を

汽
車
で
高
崎
に
た
ち
、
そ
の
旅
で
脳
溢
血
で
た

お
れ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

わ
た
く
し
は
黒
板
先
生
の
夢
を
坂
本
先
生
か

ら
う
け
つ
い
で
そ
の
実
現
を
は
か
っ
て
い
る
の

だ
が

r

坂
本
先
生
か
ら
井
上
の
歴
博
構
想
は
黒

板
先
生
の
考
え
を
生
か
し
た
も
の
だ
と
い
っ
て

い
た
だ
く
と
、
あ
の
日
の
黒
板
先
生
の
譜
演
の

姿
が
筏
う
ふ
つ
と
し
て
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

私
は
黒
板
先
生
に
教
え
を
う
け
た
こ
と
は
な

で
あ
る
の
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
先
生
の
案
が
最
終
的
に
第
一
案
に
決
し

も
か
か
わ
ら
ず
熟
読
し
て
み
る
と
精
神
が
同
じ

丸
山
氏
は
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の
夢
を
う
け
つ
い
で

先
生
の
夢
は
高
弟
で
戦
後
な
が
く
東
京
大

ば
な
構
想
で
あ
る
。

と
な
っ
て
い
召
こ
ん
に
ち
か
ら
み
て
も
り
っ

想
は
、
先
生
の
高
弟
の
一
人
、
丸
山
二
郎
氏
に

よ
れ
ば
（
「
仮
称
国
史
館
」
『
古
文
化
の
保
存
と
研
究
』

一
九
五
―
―
一
年
、
所
収
）
、

一
図
書
文
献
、
記
録
・
古
文
書
類
の
調
査

と
蒐
集

r

そ
の
保
存
と
普
及

古
墳
を
初
め
建
築
趾
其
の
他
一
般
史
蹟

の
考
古
学
的
調
査
と
発
掘

易
に
解
説
し
て
公
開
普
及

学
文
学
部
国
史
学
科
の
主
任
教
授
だ
っ
た
坂
本

太
郎
先
生
に
ひ
き
つ
が
れ
た
。
先
生
は
一
九
六

八
年
に
お
こ
な
わ
る
べ
き
明
治
百
年
記
念
式
典

の
事
業
に
つ
い
て
諮
問
を
う
け
た
と
き
、
恩
師

「
国
立
歴
史
博
物
館
」

の
設
立
を
申
し
で
ら
れ
、
採
択
さ
れ
た
。
こ
ん

に
ち
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
直
接
の
お
こ

り
は
こ
れ
で
あ
る
。
先
生
は
設
立
準
備
委
員
会

た
だ
、

の
長
と
な
り
い
ま
も
そ
の
任
に
あ
る
。

以
悛
先
生
の
弟
子
に
あ
た
る
わ
た
く
し
が
準

備
室
長
と
な
り
、
館
の
設
立
の
お
世
話
を
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

先
旦
あ
る
学
術
雑
誌
で
、
先
生
と
京
都
国

立
博
物
餡
（
京
博
）
餡
長
の
林
屋
辰
―
―
一
郎
氏
と

私
の
座
談
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

上
r

井
上
君
の
共
同
利
用
機
関
構
想
は
黒
板
先

生
の
念
願
さ
れ
た
も
の
と
よ
く
似
て
い
る
と
い

っ
て
前
記
の
四
項
目
を
披
露
さ
れ
た
。
改
め
て

熟
読
す
る
と
そ
れ
は
、
「
歴
史
・
考
古
。
民
俗

の
協
業
に
も
と
ず
く
協
同
研
究
と
、
そ
の
上
に

た
つ
博
物
館
」
と
い
う
私
の
構
想
と
実
に
よ
く

似
て
い
る
。
私
は
黒
板
先
生
の
構
想
を
読
ん
で

じ
ぶ
ん
の
構
想
を
建
て
た
の
で
は
な
か
っ
た
に

た
の
は
昭
和
十
一
年
十
一
月
五
・
六
日
頃
の

事
と
記
憶
し
て
い
る
。
そ
の
決
定
の
翌
日

0
 
.

.

 

』
と
連
呼
さ
れ
た
位
で
あ
っ
た
。
然
る
に

其
の
後
数
日
に
し
て
先
生
は
旅
行
の
途
次
発

病
(
+
一
日
11
井
上
）
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」

熱
で
満
た
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ

る
。
わ
た
く
し
は
そ
の
譜
演
の
と
き
鰐
先
生

う
よ
う
な
錯
覚
を
さ
え
覚
え
る
。

（
カ
ッ
ト
林
美
紀
子
）

先

生

は

席

四
日
本
文
化
の
歴
史
的
変
遷
を
正
し
く
平

日
本
歴
史
上
に
お
け
る
重
要
た
課
題
の

協
同
的
研
究

計
画
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
の
で
、
七
八
年
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▽
最
近
で
は
、
私
学
の
問
題
は
＂
私
学
の
助

成
”
と
い
う
観
点
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

•• 

と
が
多
い
中
で
、
本
号
は
私
立
学
校
教
育
の

特
集
と
し
ま
し
た
。

▽
現
在
、
大
学
生
の
七
七
％
は
私
立
大
学
生

で
す
が
、
専
攻
分
野
別
に
見
る
と
ど
う
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
社
会
科
学
専
攻
学
生

の
九
〇
策
家
政
の
八
九
％
、
人
文
科
学
の

八
七
％
、
工
学
の
七
一
％
な
ど
が
私
大
生
の

比
率
の
高
い
分
野
で
あ
り
、
逆
に
そ
の
比
率

が
比
較
的
低
い
の
は
、
教
育
三
四
％
、
農
学

五
一
％
、
医
歯
五
四
％
、
理
学
五
七
％
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
ま
た
、
こ
れ
を
大
学
の
著
し
い
量
的
拡
大

の
始
ま
る
直
前
の
昭
和
三
九
年
の
状
況
と
比

ぺ
た
構
成
比
の
変
化
を
見
ま
す
と
、
敦
育
は

一
四
％
か
ら
三
四
％
ミ
医
・
歯
学
は
四

0
,

％
か
ら
五
四
％
へ
増
加
し
て
い
る
の
が
目
立

ち
ま
す
。

▽
三
月
は
入
学
試
験
の
季
節
で
す
が
、
昨
年

の
春
、
私
立
大
学
を
志
願
し
た
延
べ
生
徒
数

は
ニ
―
―
―
-
＝
万
八
千
人
余
で
、
大
学
全
体
の
延

ペ
志
頴
者
総
数
の
八
八
％
と
な
っ
て
い
ま

『
J
 ▽

私
立
学
校
の
位
置
づ
け
、
役
割
ほ
、
特
色

あ
る
建
学
精
神
の
存
在
と
学
校
教
育
の
中
に

お
け
る
私
学
の
占
め
る
比
率
の
大
小
で
説
明

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が

P

右
の
よ
う

な
数
字
も
私
学
の
特
徴
を
よ
く
語
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

▽
次
号
は
五
六
年
度
文
敦
行
政
の
展
望
を
特

集

し

ま

す

＇

（

企

画

室

）
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，'部

i 
定価 20 0円

省
昭和56年3月5日

昭和56年 3月10日

印刷

発行

(〒50円）

(〒共）

。ただし， i薗大号，臨時号の揚合は別に代金を申し

受けます

。なお，賭読の活申し込みは直接営業所またはもよ

りの書店にお願いします
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